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研究成果の概要（和文）：本研究は、華南沿海地域の人間の移動に関する既存の経済・社会の制度と、それが19世紀後
半から20世紀前半における変容を検討した。まず、当該期の華南沿海地域の社会経済変動の全体像を明らかにし、その
うえで華南から東南アジアへの移民における既存の華人移民ネットワークが根強く優位性を保ったことについて、政治
・経済・社会的側面からその理由を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the existing social and economic institutions related to 
emigration from South China and examined the changes in these institutions from the mid-19th to the 
mid-20th century. First, we examined the social and economic changes in South China during this period. 
Second, we studied the political, economic, and social reasons for the continuing superiority of the 
existing migration network of the Chinese over foreign governments and companies in the emigration 
process from South China to Southeast Asia.

研究分野： 中国近代社会経済史
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代に日本の中国経済史研究はアジ
ア貿易圏論が提起されて大きな転機を迎え
た。中国経済史研究においては、開港場を中
心とするヒト・モノ・カネの動きが注目され、
海関統計を利用した数量的な検討がなされ
た。一方、1990 年代後半になると中国に長
期的に存在する経済的な「制度」を探究する
研究が進められてきた。 
 こうした動きの中で、ヒトの移動に関する
「制度」に関する研究は、19 世紀中葉に行わ
れた苦力貿易に研究が集中し、圧倒的多数を
占める東南アジアへの移民については移住
先の研究が多く、移民そのものについては概
括的な研究にとどまり、移民業務を行った組
織や利権集団についての研究は行われなか
った。 
中国社会史研究においては、ヒトの移動に

関しては人身売買に関する研究はあったが、
そうした研究は経済史研究とは関連なく進
められてきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は華南沿海地域のヒトの移動に関
わる既存の経済・社会の「制度」と、それら
が 19世紀後半から 20世紀前半における変動
においてどのような影響を受け、いかなる問
題が生じたかを解明する。具体的には以下の
テーマを取り上げる。 
（1）華南から東南アジアへの労働力移動を
検討する。特に成年男子の労働力調達のため
の組織のあり方とその変容を解明する。具体
的には、20 世紀初頭においてイギリス北ボル
ネオ会社が中国人仲介業者を介さない移民
ルートを確保しようと試み、既存の中国人移
民組織の抵抗に直面した問題などを検討す
る。それによって中国人組織のあり方と移民
事業に関連する利権集団を解明し、最終的に
中国人移民組織による移民ルートがなぜ優
位に立っていたのかを解明する。 
（2）華南における子女の人身売買、特に開
港場都市における人身売買を検討してその
「制度」のあり方を解明する。 
（3）以上の問題に取り組みつつ、中国経済
史と社会史の統合的な研究を進める。 
 
３．研究の方法 
（1）史料収集：文献研究の準備として、国
内外の図書館において華南における移民に
関連する漢文・英文・日本語の一次史料を徹
底的に収集・整理した。日本国内においては
京都大学の各図書館のほか、東洋文庫・東京
大学総合図書館・東京大学東洋文化研究所に
おいて移民関連の漢文・英文史料を収集した。
海外においては、イギリスの国立公文書館に
おいて東南アジアへの移民に関係する外務
省・植民地省などの文書を重点的に収集した
ほか、英国図書館には北ボルネオに関する文
献、メトロポリタン文書館においては北ボル
ネオに進出していたイギリス企業の史料収

集を行った。 
 
（２）文献研究：以上の方法で収集した史料
をもとに、19 世紀後半から 20 世紀前半にか
けての華南沿海の労働者移民の「制度」につ
いての研究を重点的に行った。 
 
（３）発信：本研究の成果については、国内
外の学会において積極的に発信するだけで
なく、国内外の関連する研究者との交流を深
めると共に、研究方法などについても絶えず
見直しを行っていった。 
 
４．研究成果 
 

（１）文献研究 
 史料収集に基づく文献研究としては以下
の 2点が主たる成果である。 
①『海の近代中国』 
2013 年 2月に『海の近代中国──福建人の

活動とイギリス・清朝』名古屋大学出版会を
公刊したのが最大の成果である。本書は 3部
に分かれており、海の歴史に関する 10 のテ
ーマに取り組んだ。 
第Ⅰ部の開港前については開港前の清朝

による沿海秩序の崩壊について、①アヘン戦
争前における広東人・福建人のアヘン貿易活
動とそれに対する清朝の対策、②1830 年代に
おけるカントンのアヘン貿易の利権、③アヘ
ン戦争時に「漢奸」と呼ばれた福建・広東の
沿海民に対する清朝の対策を取り上げた。 
第Ⅱ部では主に 19 世紀中葉の開港以降に

進められた華南沿海の秩序再編について、治
安とヒトの移動の観点から検討した。具体的
には④福建沿海における海賊問題とそれに
対する清朝・イギリスの対応、⑤華南におけ
る海難問題への清朝・イギリスの対策、⑥華
南における華人と小刀会の乱の関係、⑦廈門
を中心とする南北アメリカ大陸やオセアニ
アへの労働力移動でアル苦力貿易の問題を
検討した。 
第Ⅲ部の 19世紀から 20世紀にかけての世

紀転換期については、19 世紀中葉に再編され
た秩序が、1880 年代～20 世紀初頭に動揺し
たことを貿易の変動と華人の行動の点から
検討した。具体的には⑧廈門の貿易構造の変
動を主要な輸移出産品（茶・砂糖）と日本の
台湾領有と関係づけて解明したほか、⑨地方
官僚によるアヘン課税問題、⑩イギリス籍を
主張してイギリス領事に保護を求める華人
達が引き起こした問題を検討した。 
以上の具体的なテーマの検討と合わせて、

以下の 3つのテーマを検討した。 
Ⅰ：経済史研究としては長期的な「制度」

について取引の特性と仲介者の機能を検討
し、零細な取引を仲介者がその集束機能でも
って秩序化するなかで、分節構造や複殻構造
が繰り返し形成されてきたことを明らかに
した。 
Ⅱ：社会史研究としては沿海社会の管理に



注目し、イギリスはじめとする欧米諸国によ
って秩序の再編が進められたが、「近代的」
制度による社会管理は一方的に進まず、開港
場体制の整備と貿易の発展によって社会管
理一層困難になる局面もあることが明らか
になった。 
Ⅲ：イギリスの役割については、イギリスが
清朝によって実際に「請負人」とされていた
側面を解明した。  
 本書により華南からの移民の背景となる
近代の華南沿海社会の変動を解明し、移民に
関わる社会・経済の長期的な「制度」につい
ても大きく研究を進展させることに成功し、
今後の中国移民史・海域史研究の基礎とする
ことができた。 
 
②北ボルネオ移民研究 
 本科研の最も関連する論文としては「植民
地とネットワークの相剋──辛亥革命期、廈
門における英領北ボルネオ華工募集事業を
中心に」『東洋史研究』第 72 巻 4号が最も大
きな成果となる。本論文では、イギリス北ボ
ルネオ特許会社が、辛亥革命期に廈門で行っ
た移民事業を検討した。北ボルネオ植民地に
とって、中国人労働者のリクルートの部分を
仲介者の客頭に完全に依存し、移民の質が考
慮されない上に高コストとなっていたこと
が問題であった。そこで北ボルネオ会社は中
間の業者を排除して開港場である廈門にお
いて直接事業に乗り出すことになった。しか
し北ボルネオ会社という植民地政府が労働
者の募集に直接関与したために、外務省や香
港植民地といった「イギリス」内部における
調整に時間を要した。そのうちに辛亥革命の
進展によって北京の中央政府及び地方当局
も変わり、イギリス側は中国側との意思疎通
が困難になっていた。そしてこの事業によっ
て既得権益を失いかねない廈門の華人移民
ネットワーク関係者は現地政府を動かして
イギリス商社に協力する中国人業者を逮捕
させ、移民事業を封じ込めた。また、イギリ
スと中国の条約が、植民地政府の直接募集を
極めて困難にするものであり、中英の外交交
渉も問題の解決に至らず、北ボルネオ会社の
直接募集事業は完全に失敗に終わった。ここ
から、既存の華人移民ネットワークの存在す
る華南において植民地政府や外国企業によ
る移民の直接リクルートは極めて困難であ
ることが分かり、華人の移民ネットワークの
競争力は経済的合理性からだけでは説明で
きいことも明らかになった。そして、華人移
民ネットワークは、ネットワークの周縁にと
っては非効率的でコストも高く、労働者にと
ってもメリットは少なかったものの、東南全
体としては十分に機能しており、東南アジア
経済には不可欠なものであったとみなした。
本論によって、これまで十分に検討されてこ
なかった華人ネットワークの様々な側面を
解明し、今後の華人史研究の可能性を広げる
ことに成功した。 

 
（２）発信 
①対外的な発信 
大規模国際会議として台湾の中央研究院

で行われた第 4届国際漢学会議において、イ
ギリス籍の華人の役割について報告し、また
第 16 回世界経済史会議ではアヘン戦争前の
広州周辺地域におけるアヘン貿易の利権に
ついて報告した。このほかにも、韓国の漢陽
大学における近代中国の海の歴史に関する
学術講演、成均館大学の東洋史学会春季大会
における移民史に関する報告、フランスの社
会科学高等研究院における4回にわたるセミ
ナー（移民、海賊、漢奸問題、アヘン貿易）
の報告、アメリカのプリンストン大学におけ
るワークショップにおける日中の比較史に
関する報告など、海外において英語・中国語
を使用した積極的な発信を行い、また国内に
おいても国際ワークショップにおける報告
を行った。このほか、外国語論文としては英
文論文を 5 本、中国語論文を 1 本公刊した。
これらによって本研究のみならず、それがよ
ってたつところの日本の中国史研究の国際
的な発信を行い、また海外の学者とのネット
ワークの構築によって今後の国際的な共同
研究の基盤を形成することができた。 
 

②国内における発信 
国内においては、所属する人文科学研究所

内において社会経済的な「制度」に関する共
同研究を主催するとともに、学会やシンポジ
ウム、研究会における報告を積極的に行い、
関係する著書・論文を公刊、日本語による研
究の発信を積極的に行った。以上の発信によ
って、中国史に限らない多様な研究者との交
流が可能になり、より拡大された共同研究を
行うことも可能になった。 
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